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　2010年度は、ハイチ地震復興支援で始まり、東日本大震災被災地での緊急医療

活動を実施しつつ年度を超えることとなりました。この日本での未曽有の大災害に

直面したことで、私たち一人一人がそれぞれの立場で、これまでにあまり意識して

いなかった「日常」や「相互扶助」というものについて考え、自らに問うことが始

まったように思います。

　実際の活動面では、これまでＡＭＤＡが様々な地域で実施して

の経験から大切に考えてきた人道援助の三原則一①誰にでも人

待ちがある。②その気持ちの前には、年齢・性別・宗教・民族の

奘援活動

Sたい気

=③援助

を受ける側にもプライドがある。－と､活動の手法である「ローカルイ立シアチブ」

を、これまで行ってきたように、東日本大震災でも実践しました。そしてごれまで

と同じように受け入れられました。

　設立27年目のAMDAは様々な分野の方とのネットワークを一層充実させ、い

ろいろな方が復興支援活動やスポーツ交流等に参加できる機会を提供することで

「市民参加型人道支援外交」の試みを実践していきたいと考えます6また東日本大

震災被災地の支援のひとつとして、多大な支援をしてくれた国際社会との緊密な連

携のもとに「ＡＭＤＡ東日本大震災国際奨学金」を設置しました。

の地から日本を背負って立つような人材が輩出されることを信じ1
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■ハイチ地震復興支援（義肢支

援･スポーツ親善交流･日本招へい）

◇実施場所　ハイチ共和国西県デルマ市

　(首都ポルトープランス市郊外)

◇実施期間

　2010年５月１日～2011年１月22日

◇派遣者

ハイチ共和国：

　八尾直毅　義肢装具士、

　大前良輔　義肢装具士

ドミニカ共和国：

　森田佳奈子　調整員

※スポーツ親善交流の随行：

　菅波　茂、竹谷和子、石岡未和、

ヴィーラヴァーグ・ニッティアン

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

ハイチ共和国：　マック・フレデリック

歯科医師・調整員

◇事業内容

　2010年１月12目にハイチ共和国首都

ポルトープランス近郊でマグニチュード

7.0の地震が発生し、31万人以上の死者

を出した。 AMDAは2010年１月15目

から約３か月間にわたり、延べ36人を

多国籍医師団として派遣した。他言によ

り肢体を切断した人が大勢いたことから、

AMDAは2010年５月に義肢支援プロジェ

クトを開始した。 2010年５月の時点で、

義足製作工房はドミニカ共和国・エリア

スピーニャ（ハイチとの目境の町）のロー

サ病院に設置される予定だった。しかし

ながら､ハイチ地震の震源に近いポルトー

プランスに義足製作工房を設置するほう

がより効果的との観点から、ポルトープ

ランス近郊で義足製作工房を設置する準

備を進めた。

　2010年８月16目～25日には、ドミ

ニカ共和国のサントドミンゴ自治大学で、

ハイチ・ドミニカ共和国・日本の中学生

たちによるスポーツ親善交流事業が行わ

れた。ハイチから16人、ドミニカ共和

国からは20人の少年が参加した。日本

からは、大阪・岡山・広島から中学生17

人と高校生１人が参加した。サッカーの

交流試合の他に、文化交流、青年海外協

力隊の活動する村の訪問、帰路のニュー

ヨーク国連本部の見学が行われた。

　2010年９月にようやくAMDA義足製

作工房がデルマ市ダッシュ病院に開設さ

れた。９月下旬には、日本から送られた

義足のリサイクル部品500点と、米国プ

エルトリコのOMEGA社で購入した大型

機械（プラスティックを溶解する機械や

研磨に使う機械）が到着した。９月末か

ら本格的に義足製作活動が行われ、2010

年９月末から12月末までの３か月間で

42人の義足が完成した。 2011年１月

14日から１月22目まで、アムダから義

足提供を受けたハイチ地震被災者のガエ

ル・エズナールさんと、ハイチ・アムダ

調整員のマック・フレデリックを日本に

招へいし、阪神淡路大震災の震災障がい

者の方々との交流を行った。

◇現地協力機関

ドミニカ共和国：

在ドミニカ共和国日本大使館、在ドミニ

カ共和国ハイチ大使館、サントドドミン

ゴ白治大学、サンティアゴ科学技術大学、

青年海外協力隊隊員

ハイチ共和国：

ハイチ共和国西県デルマ市ダッシュ病院
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岡山での交流会

Ｉキルギスタン国内避難民に

　対する緊急医療支援活動

◇実施場所　ヰルギス共和国首都ビシュ

ケク、南部オシ州の州都オシ

◇実施期間　2010年７月１口～７月７目

◇派遣者　ヴィーラヴァーグ・ニッティ

ヤン調整員（AMDA本部）､ガルバルシン･

アベウオヴァ医師（カザフスタン支部）
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◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDA派道者と保健吉が手配した同行者

◇事業内容

　中央アジアのキルギス共和国で、2010

年６月中旬にキルギス系民族とウズペ

ク系を中心とする少数派民族との開で騒

乱が発生し、犠牲者は208人にのばっ

た（6月21日政府発表）。報道では避難

生活を送る住民は30～40万人と言われ

た。AMDAは緊急医療支援チームを派遣

することを決定し、本部から調整員１人

とAMDAカザフスタン支部から医師１人

を派遣した。今回の緊急救援ではキルギ

ス共和国保健省から地域を問わず医療行

為を行う許可を得た。また、安全確保の

ための同行者を手配という協力を得た。

　首都ビシュケクではビシュケク国立病

院、国立母子福祉センター、ビシュケク

外傷・整形外科研究センターでは内乱で

負傷した25名の患者と面会した。患者の

ほとんどに銃撃による被弾、骨折、頭蓋

骨および脊椎の損優等が見られた。病院

側及び患者当人と相談した結果、患者本

人が購入しなければならない予定だった

医薬品をAMDAから寄贈した。

　内乱の発端となった南部オシでは、現

地NGOインタービリムと協力し、「オシ

地区オン・アディール」［カラ・スー地区

アク・ダッシュ村］「オシ南部ユジュニィ

村」「オシ地区『カマロヴァズ（障害者お

よびその家族を中心とした難民キャン

プ）」の四つの地域において国内避難民に

対する巡回診療を行った。４ケ所のいず

れの牛ャンプにおいても避難民の大半は

女性と子供であった。これは男達が日中

に自宅まで戻り家財を守っていた為であ

る。主な怪我や病状については、高血症、

頭痛、腹部における合併症、胃感染、被

弾による外傷のほか、婦人病の症状も多

く見られた。 AMDAでは被災者家族に医

薬品と衛生物資を寄贈した。ビシュケク

とオシのいずれの避難民キャンプも基本

的な生活物資が欠乏しており、医療ケア

においては皆無だった。



◇派達者の声

　騒乱から２週間以上たった訪問時点

でも、女性や子供達の多くが今回の惨事

におののいていた。家族を失った者も少　　j4

なくない。このほか、拉致被害に遭った　　ヅ

避難者やガソリンに放たれた火で火傷を

負ったけが人も見られた。ガルバルシン

医師によれば、避難者の表情に精神的な

トラウマが明らかであり、精神科での適

切な処置が必要な状況だった。

◇現地協力機関

　現地NGOrセンター・インタービリム」

・中国甘粛省の土砂災害に

　対する緊急支援活動

◇実施場所　中華人民共和国甘粛霧

◇実施期間　2010年８月12日

◇派遣者　笹山徳治氏（日中青年交流協

会理事長、四川霧国際友好都市事業代表）

◇現地協力機関（市保健所、市役所など）

　中国四川霧人民政府渉外部

◇協力団体

　中国四川霧人民政府渉外部

◇事業内容

　2010年８月８日中華人民共和国甘粛

省で豪雨による大規模な土俗流が発生し、

付近の河川がせき止められて洪水が発生。

甘粛省の南部に位置する門川省でも洪水

の被害が報告され、中国政府によると、

この災害により約1100人が死亡、約

600人が行方不明となった(8月13日時点)。

　AMDAは、2010年の門川大地震の緊

急救援活動で調整員を務めた笹山徳治氏

(日中青年交流協会理事長、門川省国際友

好都市事業代表)を通じて、四川省人民

政府渉外部に中国甘粛省の土砂災害に対

する義損金を贈呈した。

・パキスタン洪水被災者に対す

る緊急医療支援活動とフォロー

アップ活動

◇実施場所　パキスタン・イスラム共相

即田ﾋ西辺境州ノウシェラ県（Nowshera

District､Khyber-Pakhtunkhwa Province）。

シンド州タッタ県（Thatta District､Sindh

Province）

◇実施期間　2010年９月２日から10月

９日（緊急医療支援）､2011年１月（フォ

ローアップ）

◇派遣者　計：８人

第１医療チーム（菅波茂医師、渕崎祐一

医師､渡辺美英看護師､ニティアン･ヴィー

ラバゲ調整員、土佐光章調整員）

第２医療チーム（紐付幹夫医師、米田哲

医師、松本圭古看護師、土佐光章調整員）

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

計:12人

AMDAアフガニスタン支部の医師４人、

看護師２人

AMDAインドネシア支部の医師２人、看

護師１人

AMDAバングラデシュ支部の医師１人、

医療助手１人、調整員１人

◇現地協力機関（市保健所、市役所など）

　National Rura1 SuPport Programme

　（NRSP）

◇協力団体

　特になし

◇事業内容

　７月末からの長雨により建国史上最悪

といわれる水害に見舞われたパキスタン

では、政府国家災害対策局の発表で、10

月９日時点て、被災者約2000万人、死

者推定1961人、負傷者2907人、破損

家屋190万戸余りという発表に至った。

AMDAは９月２日にAMDAアフガニス

タンの医師２人をイスラマバードに派遣

し、９月６日からAMDAアフガニスタ

ン医療チームの医師２人・看護師２人が

旧北西辺境州ノウシェラ県のアザクヘル

キャンプ（ベシャワールから15km）で

巡回診療を開始した。 AMDAアフガニ

スタンは９月６日から９月30日までア

ザクヘルキャンプなどノウシェラ県内の

避難キャンプで巡回診療を行い、合計で

2464人を診療した。パキスタンでの洪

水被害が南部にも拡大したことを受けて、

９月16日からは南東部シンド州タッタ県

にAMDA岡山本部から第１医療チームを

派遣し、その後インドネシアチーム、バ

ングラデシュチームが加わった。９月回

目から10月８日までに南部で合計2515

人を診療し、全体で4979人を診療した。

復興支援として2011年１月にAMDAの

現地協力団体であるハムダード大学を通

じて、カラチ郊外の避難キャンプに大型

　　　　　　寄贈したミシン

テント（30メートル×15メートル）を

設置し、新しい10台のミシンを置き、

被災した女性がパッチワークで掛け布団

を縫い、それを売って現金収入を得るこ

とができるように支援を行った。

Ｉ ＡＭＤＡチリ地震緊急医療

　支援活動半年後の追跡調査・

　支援活動

◇実施場所　チリ共和国　第７マウレ州

　タルカ県コンスティツシオン沿岸部

◇実施期間

　2010年９月28日から10月５日

◇派遣者　調整員／森田佳奈子、看護師

／石岡末和

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　（合計44名）

　ローカルコーディネーター：

　パブロガエテ氏

　コンスティツシオン地域診療所

　（CESFAM Cerro Alto）所長（医師）、

　ソーシャルワーカー１名、準看護師３

　名、運転手３名

　マウレカトリック大学医学部：

　医学部長（医師）１名、専門医５名、

　医学部生（計29名）

◇事業内容

　2010年２月27日に起きたチリ大地震

（M8.8）で、AMDAは甚大な津波被害を
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被った第７マウレ州コンスティツシオン

に多国籍医師回を派遣し、乳幼児のため

の健康・衛生指導を行って乳幼児支援プ

ロジェクトに発展させた。

　AMDA救援チームの帰国から３ヵ月後

の６月に第１回追跡調査を行い、被災者

への仮設シェルターは増えていても、電

気・水道・ガスなど基本的なインフラの

復旧は進んでいないことが分かった。継

続する余震もあり被災者たちは長引く避

難生活による疲労の色が濃く、早急な復

旧の兆しを待ちわびていた。

　そこでAMDAは地震発生から７ヵ月後

の９月に、同地区へ再支援を行うことを

決めた。

　緊急支援でAMDAと協力した現地ス

タッフの他、マウレカトリック大学（以

下UCMとする）の医師・医学部学生と協

力し、準備段階からチリ側と緊密な達携

のもとに仕事を進めた。

　活動内容はコンスティツシオン地域診

療所が選出した12歳以下の子供を持つ

家庭を対象に仮設住宅地区や巡回家庭訪

問をし、集団又は個別で健康教育を行っ

た後に物資を配給する、というものであ

る。沿岸地域では、住民が過酷な環境下

での生活を強いられていた。仮設シェル

ターで生活する人々は、仮設トイレや風

呂場さえ不足しており、需要の半分しか

満たされていないという状況だった。

　UCM医学部の１年生と３年生は、コン

スティツシオン診療所の外の仮設住宅地

や近隣の貧困地域を巡回し、12歳以下の

子供がいる120世帯を訪問して健康指導

や物資の配給を行った。医学部生らは石

作りのパンフレットを準備し、衛生習慣

の大切さを強調した。 UCMの専門医師ら

はクリニックの診療活動を手伝い、医学

部５年生と６年生のグループは診療所内

で地域住民への健康教育講座を行った。

UCMの学生が参加したことで、コンス

ティツシオン訪問は、被災者救援と医学

生に大学では学べないプライマリー医療

及び地域健康教育の訓練の場を与えると

いう二つの目的を達成することになった。

く配布した洗面用具キット（120セット）＞

　シャンプー、石鹸、歯磨き粉、アルコー

ルジェル、抗シラミシャンプー、抗シラ

ミ用の櫛

◇受益者の声（無い場合は派遣者の声）

　沿岸部の漁村に住む老夫婦：

　「また、来てくれてありがとう。地震

後は家も仕事もなくなってしまって天変

だったけど、親戚を頼ってなんとか仕事

を始めた。街の中での物売りよ。生活は

厳しいけど、生きていられたことに感謝

している。また地震と律波が来るのは怖

いけど、負けずにあの家に住み続けるわ。

私はあの場所が大好きだから｡」

避難所の母親：

｢フケ月経って暮らしはよくなってきたけ

れど、子供たちが地震による恐怖体験の

トラウマを持ってしまったよう。夜中う

なされて起きることもあるので心配｡｣

避難所を取り仕切るヘルスワーカー：

｢地震後、また私たちの所へ来てくれたの

は日本のあなたたちだけよ！今も忘れず

に覚えていてくれたことに感謝します。

神の御加護を！]

◇現地協力機関

UniversidadCatlicade1 MAULE

(UCM:マウレ　カトリック大学医学部)

CESFAMセロアルト

(コンスティツシオン地域診療所)

コンスティツシオン市役所・市長、厚生

省タルカ地域保健事務所

・スマトラ島沖地震に対する

　緊急医療支援活動

◇実施場所　インドネシア共和国西スマ

トラ州北パガイ島シカカップ

◇実施期間

　2010年10月29日～11月２目

◇派遣者

ドナルド･ドダ　麻酔科医　インドネシア･

　ハサヌディン大学医学部付属病院勤務

ファハルディン麻酔科医インドネシア・

　ハサヌディン大学医学部付属病院勤務

バスタミン　看護師　インドネシア・

　ハサヌディン大学医学部付属病院勤務

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　上に同じ

◇事業内容

　インドネシア共和国スマトラ島沖で

2010年10月25日夜に震源地をスマト

ラ島西側のメンタワイ諸島の南280キロ

とし、震源の深さは水面から約20キロ、

マグニチュード(M)7.7の地震が発生。こ

れに伴う津波の高さは３～４メートルに

達し最も被害が大きい雨りヒパガイ島

では内陸部の数百メートル中まで波が入

り込み、10か所以上の村が壊滅状態と

なった。津波の死者は10月28日時点て

370入に達し、行方不明者は338人にの

ばった。
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　AMDAインドネシア支部から２人の医

師と１人の看護師が､支部のあるスラウェ

シ島のウジュンパンダンからジャカルタ

を経由し、現地時間の10川29日にスマ

トラ島パダンに到着。 AMDAインドネシ

ア医療チームは、パダンから船泊を経て。

10月31□に北パガイ島シカカップに到

着。国家防災庁や地元保健当局で情報収

集した後、シカカップ保健所での医療活

動に従事した。翌11月１日にはシカカッ

プ保健所から500 mほど離れたシカカッ

プ軍医療支援第一ユニット野外診療所で

の医療活動に従事した。僻地にも軍や他

の支援が入っており、シカカップにも充

分な支援医師がいることから、AMDAイ

ンドネシアチームは11月２日に北パガ

イ島での緊急医療活動を終え帰郷の途に

ついた。

◇現地協力機関

　シカカップ軍医療支援第一ユニット野

　外診療所

・インドネシア火山噴火被害に

　対する緊急医療支援活動・

　フォローアップ活動

◇実施場所　インドネシア共和国中部

ジャワ州マゲラン県

◇実施期間　2010年11月16目～11

月23目（緊急支援）、2011年５月５目

～８日（フォローアップ）

◇派遣者　石岡末梢　看護師（AMDA本

部）、米田哲　小児科医師（メータオクリ

ニック／タイ国勤務）

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

麻酔科医２人　ハサヌディン大学医学部

付属病院勤務（スラウェシ鳥マカッサル）

医学生１人　ハサヌディン大学医学部（ス

ラウェシ島マカッサル）

通訳２人（柳片影人　ジャカルタ在住交

換留学生、インドネシア人通訳）

YKPスラカルタ　トミリヤント事務局長

◇事業内容

　2010年11月５日、インドネシア中部



した地元住民ボランティア）

∧　　◇現地協力機関

T;　　　YKPスラカルタ

　　　　インドネシア語でYayasan Krida

蝿i　　Paramita Surakarta: YKPSurakarta

＝　　　　1989年設立　地域保健開発分野や生活

丿　　向上のための事業を実施。調査研究・人

ｉ　　材育成なども行っている。

ジャワ州メラピ火山の大規模な噴火によ

り、呼吸器疾患外来患者17､770人、避

難者30万人、死者168人（数字は11

月９日付WHO情報）にのぼる被害が発

生した。 11月16日にAMDAは本部とイ

ンドネシア支部から医師、看講師等を派

遣した。

　AMDA医療チームは、11月18日から

マゲラン県内で巡回診療を開始した｡ジャ

ワ島ではジャワ語しか話さない高齢者が

多く、スラウェシ島から来た医師らでも

通訳が必要となる場面があった。地元の

ボランティア団体「YKPスラカルタ」の

トミリヤント氏や地元大学生の通訳を介

することで、AMDAの医療支援活動を円

滑に行うことができた。巡回診療では11

月18日から23日までに515人の患者

を診療した。呼吸器感染症、慢性疾患、

胃炎、疲労の訴え（不定愁訴を含む）が

多く見られた。ところによって、火山灰

による眼痛や皮膚の接岸感、下痢が多い。

11月22目にはマゲラン県内の２つの村

落で、支援物資8000人分の配給を行っ

た。内訳は、毛布200枚、米800kg、砂

糖200kg、塩20kg、ニンニク30kg、赤

玉ねぎ60kg、黒ケチャップ小袋（14mD

1152個、茶150箱、油２リットル。

　火山噴火発生から半年経った2011年

５月５日～８日には、マゲラン県でフォ

ローアップ活動を実施した。マゲラン県

バンジュドノ村では、2010年11月の噴

火の際に住民が避難し、幸いにも死者は

あまり出なかった。しかし、溶岩により

田んぼや村の共同墓地20ヘクタールが

被害を受けた。５月８日、墓地移動や排

水溝清掃のボランティア活動に参加した

地元住民およそ100人にAMDAの支援物

資（米400牛ロ、砂糖150牛口、調理用

油168リットル、果物･お茶400セット）

を手渡した。

◇受益者の声

　目本の人びとは津波の被害を受けたに

も関わらず、まだ私たちのことを考えて

くれている。日本の人びとの支援に大変

感謝します。（フォローアップ活動に参加

・ハイチ

　コレラ対応緊急医療支援

◇実施場所　ハイチ共和国ポルトープラ

ンス、サンマルク、フォンテネグ。　ドミ

ニカ共和国サント・ドミンゴ

◇実施期間　2010年12月１日～12月

26日、2011年１月23日～２月15日

◇派遣者　医師：苛波茂（ADMA代表）、

朴範子（広島市）、山本太郎（長崎市）、

看護師:松本明子（長崎市）､調整員:ヴィー

うヴァーゲ・ニッティヤン（AMDA本部

職員）の計５名。

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　上記チームに、ドミニカ共和国サント・

ドミンゴ在住の森ﾄ目加奈子調整員（AMDA

駐在員）、カナダ在住のオズボーン助産師

（AMDAカナダ支部）とメアリーリレー看

護師（同）の計３名が現地で参加。

◇事業内容

　ハイチ共和国の首都ポルトープランス

近郊では、2010年１月の大地震後、仮設

テント生活を続ける人が多い中で、10月

中句からコレラの感染が急速に広がりま

した。 AMDAは11月に緊急医療支援を

決定し、12月１日に苛波代表、松本看護

師、ヴィーラヴァーゲ調整員が、国５日

に朴医師（1月の震災後の救援にも参加）、

国８日に山本医師（長崎大学熱帯医学研

究所）がハイチに向け出発しました。

　現地ではハイチ保健吉の決定に従い、

首部の西約120kmのフォンデネグ市内

にあるサルベーション･アーミー（救世軍）

病院で、同病院のスタッフと共に12月７

日～24日の16日間で108人のコレラ

患者を診療しました。必要な医薬品（経

□袖水剤、乳酸リングル輸液、亜鉛液体、

抗生物質、点滴チューブ、使い捨て手袋

など段ボール箱324個分）は森田調整員

が隣国ドミニカ共和国で調達し、陸路輸

送で同病院に寄贈しました。 12月17日

からは森田調整員とAMDAカナダ支部の

オズボーン助庭師が、クリスマス休暇で

人手不足となった病院で看護に奮闘しま

した。

　救世軍病院には、コレラ治療に不可

欠な患者隔離用コレラ治療施設（CTF :

Cholera Treatment Facmty）　が　な　く、

AMDAは12月26日で一旦医療活動を終

了しました。しかし患者は増え続け、同

病院からの要請を受けて、再びAMDA

カナダ支部のメアリー・ルー看護師とド

ミニカ駐在の森田調整員を派遣しまし

た。　２名は2011年１月23目にフォン

テネゲ市に到着、ＭＤＭ（世界の医師団:

MEDECINS DU MONDE）や救世軍病院等

が共同で１月24日に開設したCTFで活

動しました。

◇現地協力機関　在ドミニカ共和国日本

大使館、ハイチ保健省、フォンテネグ

市内のサルベーション・アーミー病院、

WHO・PAHO（汎米保健機構/WHOア

メリカ事務局/The Pan American Health

organization）、世界の医師団（MDF）

・ブラジル洪水被災者に対する

　緊急医療支援活動

◇実施場所　ブラジル連邦共和国　リオ

デジャネイロ州　ノバフリブルゴ市

◇実施期間

　2011年１月18目～２月13目

◇派遣者

　譚悛偉　総社市役所市民環境部人権ま

ちづくり課国際交流推連係多文化共生推

進員、総社ブラジリアンコミュニティ会

長、サンパウロ出身、

　石岡末和　看護師、AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　ノバフルブルゴ日系協会

　渡辺会長（2月12日の活動に同行）

◇事業内容

　ブラジル連邦共和国リオデジャネイロ

州で2011年１月11日に台風による大

雨の被害が発生した。豪雨に伴う洪水
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や地滑りで800人を超える犠牲者が出

た。ブラジルでの自然災害による人的被

害としては、過去最大規模の惨事。家を

失うなどして、約１万4000人が避難を

余儀なくされた。このような状況をうけ、

AMDAではAMDAグループと連携を給

んでいる総社市と協議し、合同ミッショ

ンとして総社市嘱託職員のブラジル人

である譚悛偉（たん　しゅんわい）氏と

AMDA本部スタッフで看護師の石岡末梢

の派遣を決定した。

　派遣チームは１月18日に日本をたち翌

日ブラジル・サンパウロに到着し、20日

にリオデジャネイロに移動。被害の大き

かったノバフリブルゴ（Nova Friburgo）

市は山奥にある町で、ブラジル陸軍・海

軍が避難所を設営し、ブラジル赤十字が

巡回診療を行なっており、生活支援物資

の配給は､地元の行政機関や教会が行なっ

ていた。しかし、降り続く雨によってい

つ再び土砂災害が起こってもおかしくな

い状況が続いていたため、住民に安全な

場所まで支援物資を取りに行かなければ

いけない状態であった。 AMDAは「支援

物資へのアクセスが難しい人々への直接

的な物資の支援」としてリオデジャネイ

ロ市で豆乳粉ミルク缶　250缶を調達し、

２月12日ノバフリブルゴ市の被災家族へ

豆乳粉ミルク缶を届けた。また、日系家

族の方への儀損金支援も行った。

◇現地協力者の声

　ブラジル赤十字　リオデジャネイロ支

　部　副支部長より。

「地球の反対である日本からわたしたちの

支援に末てくれたことに感謝します。ブ

ラジルには日本文化か馴染んでおり、ブ

ラジル人は日本人が大好きです。日本は

阪神大震災の大きな被害から復興し、地

震などの災害対策が進んでいるとテレビ

で見ました。私たちも日本の災害に対す

る備えを見習いたい。いつか、きれいに

戻ったブラジルを見に戻って来てくださ

い｡」

◇現地協力機関

　ブラジル赤十字、在リオデジャネイロ

州日本国総領事館、リオデジャネイロ州

日伯文化体育連盟

総社市職員タン氏

・ニュージーランド地震緊急

　医療支援活動

◇実施場所　ニュージーランド南島中部

　クライストチャーチ市

◇実施期間

　2011年２月24日～３月４日

◇派達者

ニッティヤーナンタン・ヅィーラヴァーグ

　調整員/AMDA本部職員

石岡　未和　看護師/AMDA本部職員

村上拓　岡山大学医学部医学科３年/

AMSAメンバー

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

プニ・エミソ　メドセン病院院長／外科

医／サモア独立国首都アピア在住

武田　未央　保健師／ニュージーランド

　オークランド市往往

◇事業内容

　２月22日ニュージーランドのクライス

トチャーチ市でマグニチュード6.3の地

震が発生した。震源の深さは約５キロと

浅く、多くの建物が倒壊した。地震直後

はクライストチャーチ市内の80％で断水

になり、飲料水の確保が急務とされてい

た。また、液状化による道路、橋梁への

被害も大きかった。３月３日のニュージー

ランド政府発表によると、確認された死

者数は161人、行方不明者は200人以上

だった。

　AMDA本部の調整員と看護師の２人は、

２月24日に日本を出発し、翌日クライス

トチャーチ市へ入った。オークランド市

在住の武田保健師と、サモアのプニ外科

医が現地で合流した。

サモア独立国から参加していたプニ医師

は、２月28日から３月２日までオース

トラリア医療チームと共にアラヌイ地区

の大型医療テントで診療活動を行った。

チーム全体で一目約140人の患者を診療

した。プニ医師は３日間で40人の患者

を診療した。婦人科疾患、頭痛、身体の

痛み、外傷・打撲などが多くみられた。

日本人の派遣者３人（保健師１人、看護

師１人、医学生１人）は日本人安否不

周一・勿り－ jMZMジターブ刄鳶Ｗ廓淀寄居擦Jyj.ア

明留学生ご家族の付き添いや、外務省と

ニュージーランド警察からのご家族への

説明会への随行、体調不良の方への対応、

ご家族の方の話を聞くなど、24時間体制

でご家族の心のケアを中心にサポートを

行った。

　ヴィーラヴァーゲ調整員は、現地での

ニーズを調査し、岡山県から託された貯

水用ボトル（10リットルサイズ）200個

のうち160個をクライストチャーチ市の

ヌゲール・バトン副市長へ贈呈した。 40

個はクライストチャーチ市のアラヌイ地

区・ホーンビー地区の教会に直接渡し（3

月１日）、教会を通じて被災した25～

30家族に配っていただくことにした。

◇受益者の声

(娘さんが安否不明のお父さんから寄せら

れた手紙２月28日付)

『NZの皆様、日本の皆様へよ

　私の娘は｢世界に通じる医療従事者｣

を目指して語学研旅中に、今回の地震に

あいました。わずかな望みを持ってNZ

にやってきましたが、残念ながらまだ発

見されず、生存は絶望的です。ここで出

会った皆様方の温かい対応・支援に、感

謝の意を述べさせていただきます。

　地震発生直後からNZ政府は非常事態

宣言を発し文字通り政府・国民が一体

となり救出活動にあたっています。その

献身的な姿を見て、はるか9000kmも離

れた地に留学先を選んだ娘の思いに納得

しました。

　日本政府は､地震発生直後から､外務省、

現地NZ大使館、クライストチャーチ領

事館を中心に総力を上げて対応されてい

ます。被害を受けた家族が、ややもする

と甘えがちになる事柄にも真心を持って

対応していただいている姿に頭が下がり

ます。

　私の娘の留学先を斡旋してくれた会社

は、地震発生以降、つらくて寝れない家

族に対し、24時間、１～２時間ごとに情

報を流し続けてくれ、励まし、サポート

してくれました。

　娘の友人はあらゆる手段を使って応援

してくれました｡現地に入るとボランティ

アの方々が親身になってサポートして下

さっています。会社の指示で、急濾任務

につかれた方々も、自分を見失いがちな

家族の気持ちに寄り添って、対応してく

れています。

　メディアの方々も被災者の立場をよく

考え、核心に迫る報道をしてくれていま

す。まだ娘は見つかりませんが、多くの

人々に支えられている娘は、幸せ者だと



感じています。

　そして、何よりも高い技術力と崇高な

精神をお持ちの各国の救援隊､レスキュー

部隊の方々は、余震の続く中、危険もか

えりみず救助に立ち向かっておられます。

ただただ感謝の気持ちでいっぱいです。

　最後になりますが、救助にあたる方々

が二次災害を受けられない事を、心より

お祈り致します。　　　　　　　　以上

◇現地協力機関

パートナーシップ・ヘルス・カンタベリー

（ニュージーランドの公衆衛生NPO、

huP://www･PartnershiPhealth.org.nz/

Content/about-us.htm1）

・東日本大震災

　緊急支援・復興支援活動

　　　　　仙台市避難所での診療

◇実施場所　宮城県／仙台市若林区・青

葉区、南三陸町、岩手県／釜石市、上閉

伊郡大槌町

◇実施期間　緊急支援2011年３月11

日以降次年度に継続

◇３月31日までの派達者

菅波茂医師AMDA理事長含む101名（医

師37名、心理上１名、看護師17名、准

看護上１名、助産師２名、介護上２名、

薬剤師３名、調整員38名）

◇事業内容

　2011年３月11日に発生した東北地

方太平洋沖地震はマグニチュード9.0と

国内観測史上級大規模で、直後の巨大津

波は沿岸部に広く壊滅的な打撃を与え

た。地震報道直後に緊急医療支援チーム

の派遣を決定し、翌12日夜には本部職

員２人と医師１人が仙台市に到着した。

13日にはインド出張中の菅波代表が急

きょ帰国し、他の医師ら５人と共に仙台

へ入った。３月中旬に活動地が岩手県釜

石市・大槌町と宮城県南三陸町に確定す

ると、一週間交替で被災地に医師・看護

師・調整員を派遣した。津波による死者・

　　　岡山空港よりプライペーﾄ便で出発

行方不明者数が多大な一方、地震での直

接の負傷者は少なく、避難所の医療ニー

ズは、慢性疾患やストレスの治療、電気

や水道が復旧しない中での寒さや衛生状

態悪化による感染症対策が中心となった。

AMDA医療チームは、避難所に医務室を

設置して診療を行ったり、避難所や個人

宅の巡回診療を行った。また、現地から

のリクエストに従って、医療用品、食料

品のみならず様々な大量の生活支援物資

を手配した。３月末までに岡山から４使

のトラック物資輸を行い、他にもチャー

ターフライト使での派道者移勤にあわせ

毎回物資の持ち込みを行った。（食料品、

医薬品、カルテ、医療検査機器、飲料水、

下着など生活支援物資、携帯充電器、事

務用品など）。

◇現地協力機関

＜活動要請者＞：宮城県、岩手県、仙台

市医師会。＜初動時の拠点と輸送＞：「明

るい社会をつくる運動」新溺支部、NPO

法人ひなたぼっこ（ｲ山台市青葉区）。＜医

療活動拠点＞：岩手県釜石市立釜石中学

校､釜石市立双葉小学校､釜石市民体育館、

岩手県立大槌高等学校、大槌町立寺野体

育館弓道場、宮城県南三陸町立志津川小

学校､南三陸町総合体育館及び「平成の森」

避難所。

AMDA知ul and Medicine£ro9ram

AMDA医療と魂のプログラム

　ASMPとは、第二次大戦戦没者そして

近年の自然災害犠牲者に対して、宗派を

超えた宗教者による合同慰霊祭を、災害

被災者にはAMDAによる医療支援を実施

することを通して、平和の追及を行おう

とする、宗教者ボランティアとAMDAの

合同事業。 2000年から毎年実施。

　尚、各宗教書は自費参加している。

◇受益者の声

｢AMDAは避難者の気持ちに配慮した取　　■フィリピン

り組みを数多くやってくれた。何よりも、

避難所運営に係わって教職員の最強の

パートナーとしてどんなに肋けられたこ

とか｡」（大槌高校高橋校長）

「AMDAチームには長期にわたり救護救援

活動をしていただき、迅速な対応には目

をみはるものがありました｡」（南三陸町

被災医師）

「駐在するAMDAの医師が変わることも

ありましたが、誰もがAMDAの医師とし

て信頼し治療を受けていたので、医師が

変わるたびﾂ寂しいね、残念だね、感謝

だわこと会話していました｡」（釜石中学

校避難者）

総社市からの電気自動車　釜石市

◇実施場所　フィリピン　コレヒドール

島　サン・ホセ教会

◇実施期間　2010年６月12日

◇派選者

浄土宗四囲寺（名古屋）大田明光住職、

菅波茂　医師/AMDA理事長､ニティアン･

ヴィーラヴァーグ　調整員/AMDA職員

◇参加者

カトリック神父、イスラム数等現地宗教

者、P.チュア　医師/AMDAインターナ

ショナル名誉顧問

◇事業内容

　第二次大戦中、日米、フィリピン軍が

激戦を繰り広げ多くの人命が失われたコ

レヒドール島で第９回AMDA医療と魂の

プログラムが行われた。第二次世界大戦
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のすべての戦没者のための慰霊式典は、

太平洋戦争記念館での献花代に始まり。

コレヒドール平和公園で平和の本の植樹。

その後サン・ホセ教会に場所を移し、キ

リスト教カトリック神父、イスラム教指

導者、日本からの参列者百計40名の参

加者とともに１時間半にわたって多宗教

による祈りが捧げられた｡菅波代表は､「過

去の歴史から学び、相互扶助の精神と多

様性の共存が世界の平和につながる」と

スピーチを行った。また第二次世界大戦

の砲撃の中で妹の出産を母親の真横で見

守ったAMDA　インターナショナル名誉

顧問のプリミティヴォ　チュア医師は。

「第二次世界大戦激戦地でこれまでも慰霊

祭を行ってきたが、今回のコレヒドール

島での慰雪祭執行を長年願ってきた。今

|目|の式典は、財界に平和の大切さを訴え

る大変意味のある式典であった｡」と語っ

た。

◇参加者の声

　コレヒドール島は戦争による破壊がい

かに凄惨で悲惨なものであったかを物語

る証人の島である。この島でこのような

式典が行われることは大変意義深い。世

界から戦争がなくなる日が一目も早く訪

れることを願っている。（参列した多くの

宗教者）

◇現地協力機関

　ナイツ　オブ　コロンブス、フィリピ

ンイスラム教会、ジュビリー　イヴァン

ジェリカル　チャーチ、フィリピンカト

リック教会。

Ｉモンゴル

◇実施場所　モンゴル国　ウランバート

ル　ガンダン寺

◇実施期間　2010年８月23日

◇参加者

清水直樹　医師、北川文夫　岡山理科大

学情報科学科教授、劉治乱　岡山理科大

学情報科学科教授、村上　拓AMSA:アジ

ア医学生連絡協議会Japanメンバー／岡

山大学医学部３年、難波　妙　AMDA本

部職員

◇参加者

AMDAモンゴル、AMSAモンゴル、

宗教法人大本　人類愛善会モンゴルセン

ター、大本モンゴル本部

◇事業内容

　AMDAは本年モンゴルにおいて、ノモ

ハン事件従軍関係者への白内障手術提供

をはじめとする眼科医療への支援をおこ

なった。同時にモンゴル仏教総本山ガン

ダン寺において、第３回AMDA　医療と

魂のプログラム、平和祈願祭をモンゴル

仏教、日本の宗教法人大本とともに執行

した。 71年前にモンゴル・旧満州国国

境で起こった日本車、旧ソ連軍・モンゴ

ル連合軍による激戦を日本ではノモハン

事件と呼んでいるが、モンゴルでは単な

る事件ではなくモンゴル民族を分断した

ハルハ川戦争と認識されている。多くの

ソ連人、モンゴル人、日本人の犠牲者を

だした。今回の式典には、日本から、宗

教法人大本、人類愛善会モンゴルサマー

キャンプ訪問団全員とAMDA　モンゴ

ル、AMSAモンゴル、AMDAモンゴル国

眼科医療奉仕団メンバーが参列。まずは

AMDAモンゴル支部長、オユンチメグ医

師が祭典の趣旨と経緯を説明。ガンダン

寺僧侶16名が祭殿に整列し読経｡その後、

宗教法人大本とともにハルハ河戦争犠牲

者供養と平和祈願を行った。尚、日本か

らの宗教者は毎回すべて自費での参加で

ある。

◇受益者の声

　AMDA　医療と魂のプログラムがモン

ゴルでは今年３回目となり、この平和

祈願祭が毎年夏の恒例行事になることを

大変嬉しくおもう。医療面でのご支援に

加え、このように平和への祈りをも行う

AMDAに対して敬意を表する。（モンゴル

仏教総本山ガンダン寺　住職）

◇現地協力機関

人類愛善会モンゴルセンター　大本モン

ゴル本部AMDA　モンゴル、AMSA　モ

ンゴル、アイリスツアー
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◇実施場所

　インド　ビハール州　ブッダガヤ

◇実施期間　2009年11月～現在継続中

◇派遣者　ニティアン・ヴィーラヴァーグ

　AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　スリランカ人アユルヴェーダ医師１名、

現地セラピスト１名、アシスタント２名

◇事業内容

　アユルヴェーダ治療を中心とする診察、

無料医療キャンプ等の実施

　2009年末の発足以来、AMDAビース・

クリニックは、地元コミュニティーを対

象にインドの伝統医学・アユルヴェーダ

の治療を行ってきた。単なる疾病の治療

に留まらないアユルヴェーダは、何世紀

にも渡って蓄積されてきたヒーリング科

学の集大成といえる。アムダ・ピース・

クリニックでは個人の心身の均衡を整え、

免疫力の改善や心身のバランスを高める

ことで病気を予防することを主眼として

いる。

　このクリニックは、国内はもとより世

界24か国から500人の巡礼者や旅行者

が末院するに至った。また地元コミュニ

ティーにおいては無料医療キャンプなど

の地域保健プロジェクトが根付いてきた。

同クリニックでは、スリランカ人専門医

を中心に、一名のセラピストと二名のア

シスタントが月曜目から土曜日まで日々

の診察にあたっている。診察料は殼低料

金で30ルピー、薬は直接購入価格で提

供されている。料金は治療の内容と時間

によって異なるが、地元住民には割引が

適用される。

　AMDAピース・クリニックでは無料医

療キャンプや診療以外にも様々な活動を

行っている。



・栄養プログラム

　このプログラムは写真の子供が発端と

なり2010年に始まった。子供の母親は

自ら命を絶ち、父親は残された家族を善

う為、幼子を家に残して早朝から働きに

出なくてはならず、その結果、子供が栄

養失調に陥ってしまった為、クリニック

では毎月栄養補助を行うことになった。

・□唇□蓋裂手術の支援

　ブッダガヤ近隣の村々で行った調査で

約10件の口唇口蓋裂の症例が見つかっ

た。その後、バラナシにあるスマイルズ

病院の協力の下、クリニックでスクリー

ニングを行い、８名の患者を選出した。

患者輸送の手配はアムダが行い、８名は

バラナシで手術を受けるに至った。

・恵まれない子供たちへの文房具の配布

　アムダ・ピース・クリニックから約３

キロの場所に位置しているサッダンマ学

校に文房具の寄贈を行った。

・ ＡＭＤＡモンゴル眼科医療

　奉仕団とＡＭＤＡ医療と魂の

　プログラム

◇実施場所

トル

◇実施期間

検眼する内田氏

モンゴル､都市　ウランバー

第１次2010年６月23日～７月１日

　白内障手術、検眼セミナー

第２次2010年８月21日～８月24目

　白内障手術後検診、

　医療と魂のプログラム

第３次2010年９月４目～９月９目

　モンゴル健康科学大学協力協定締結

　苛波奨学金授与式

◇派遣者

第一次　内田豪（めがねコンサルタント）

　難波　妙（AMDA本部）

第二次　清水直樹（内科医）（内科検診と

　白内障手術後の聞き取り調査担当）

岡山理科大学情報科学科　北川文夫先生、

劉潮汁先生（プロジェクト全体の記録）

AMSA（アジア医学生連絡協議会）Japan

メンバー　岡山大学３年　村上　拓

AMDA本部　難波　妙

第三次　苛波茂、苛波知子（自費参加）

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

医師６名、看護師２名、検眼師１名、現

地調整員３名、日本側洞察員３名、運転

手１名、医学生６名（AMSA　モンゴル）

１名（AMSA　JaPan）

◇現地協力機関（市保健所、市役所など）

モンゴル国保健省、モンゴル眼科協会、

モンゴル宗教宵　ガンダン寺、

◇実施協力団体

人類愛善会モンゴルセンター、City OPtic

◇事業内容

　09年度の現地調査を踏まえ、2010度

は、白内障手術、検眼師セミナー、眼鏡

の必要な子どもへの眼鏡無償提供、ガン

ダン寺における平和祈願祭、モンゴル国

立健康科学大学との協力協定締結、苛波

奨学金の授与などを実施。

　臼内障の手術についてはハルハ河戦争

従軍者を中心にその配偶者など合わせて

24名に実施。８月には日本側から清水内

科医が渡豪。白内障患若様を中心に内科

検診を実施した。

　検眼師セミナーについては、めがね技

術コンサルタントの内田楽氏によるハイ

レベルのセミナー実施され、120名のモ

ンゴル各地から参加した眼科医に眼科協

会から受講証と単位が認定された。今回

のように外国人が検眼について講義する

セミナーはモンゴル国初ということで、

眼科医の先生方の関心も高く非常に熱心

であった。

　また、モンゴル国立健康科学大学との

協力協定書締結が実現したことで、今後、

モンゴルの医学生との協同プロジェクト

実現の可能性が広がった。また同締結式

で苛波奨学生１期生への奨学金授与も行

われ、モンゴルの将来の医療界を担う人

材を育成する一一翼を担うことができた。

◇禅益者の声

白内障の手術を受けた方々の感想　第３

病院

　本当によくなりました。私は手術後、

家へ帰ったのですが、家にある物が全部

新しくなったように見えていました。

検眼師セミナー参加者の声

　モンゴルの眼科医を含め、眼鏡店など

全体に検眼技術の向上が必要だと参力「T者

全体が認識した貨車な機会だった。今年

度だけに終わらず次年度も是非行ってほ

しい。（眼科協会会長のコメント）

■アムダ・カンボジア支部
　HIV/エイズおよび性感染症
　防止に向けた青少年育成
　スポーツプログラム

◇実施場所　カンボジア・プノンペン

◇実施期間　2011年１月から継続中

◇現地での参加者を含めた事業チーム構成

　AMDAカンボジア支部

　現地ボランティア団体The HaPpy

Footbalにambodia organization (HFC)

プノンペン市内貧困地区の青少年達

◇事業内容

　日常的に暴力や薬物依存、性感染症、

とりわけHIV/エイズ感染の危機に晒され

ているプノンペン市内貧困地区の青少年

を対象にサッカーを通じた啓蒙活動を実

施。『薬物や暴力よりスポーツを』をテー

マに、心身の健康、規律、物事への貢献、

団結心を育むべく、市内プレア･シソヴァ

ス高校にて毎週土曜・日曜の朝に練習を

行っている。コーチにはカンボジアサッ

カー協会から専門家を派遣。また練習に

必要な資材、Ｔシャツ、水の提供、練習

場のレンタルの手配などを現地団体HFC

が担当している。

また､参加者各々が白身のコミュニティー

の教育者となるよう、HIV/エイズおよび

性感染症防止に関する教育も行っている。

◇現地協力機関

‘The Happy Footba11 Cambodia

organization（HFC）

・カンボジアサッカー協会
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Ｉネパール東部ダマックにおける医療支援事業

　ブータン難民と地

元住民の双方を医

療支援対象とした事

業として1992年か

ら、メチ県ジャパ郡

ダマックでAMDA

ネパールを実施主体

として継続してい

る。現在事業は、小

児科病棟やHIV/性

感染症予防事業、難
リフェラルヘルスセンター

民キャンプ内ヘルス･ケア事業､人材育成など他分野にわたる。

・バングラデシュＡＢＣプロジェクト

　ＡＭＤＡＢａｎｋＣｏｍｐｌｅｘ

　AMDAバングラ

デシュが主体とな

り、健康、医療、女

性を対象とする小

規模貸付、職業訓

練､教育､地域開発、

など総合的な事業

をガザリア地区に

おいて1998年より

実施している。バン
ＡＭＤＡバングラデシュの洪水シェルター

グラデシュでは毎年のように水害に見舞われている。 AMDA

バングラデシュでは、水害等災害時の避難所となる建物を建

設し活用している。また日本からの見学も積極的に受け入れ

ている。

国内の動き

＜公開セミナー＞

　岡山県立大学大学院

　「災害医療援助特論」公開セミナー　　　　　　　　　　９月

＜大学講義＞

　岡山大学、神戸大学、岡山県立大学大学院、

　川崎医療福祉大学、福山平成大学、就実大学、

　聖カタリナ大学、相生市立看護専門学校（15限）等

＜出張講演＞

　小・中・高校、企業、官公庁、各種団体からの

　講演依頼に対応　　　　　　　　　　　　　　　　計61件

＜国内連携＞

　・大学との連携／岡山県立大学との連携協定調印　　　７月

　・各種団体との連携/FC千里中央との連携協定　　　12月

＜海外活動地視察教育プログラム＞

　AMDAバングラデシュ事業視察ツアー実施　　　　　　３月

＜主なイベント実施／参加＞

　・あすか健康村フェスティバル　　　　　　　　　　　　４月

　・AMDAバングラデシュ

　　ディレクター日本招聘　玉野クラブ交流会　　　　　４月

　・おかやまコープ夏の親子イベント　　　　　　　　　８月

　・かんなべ福祉まつり　９月

　・RNNヒーリングコンサート／ハイチ・チリ・

　　中国青海省犠牲者への慰霊と復興を祈る集い　　　11月

　・第一回AMDAグループ

　　市民参加型人道支援外交円卓会議（写真）　　　　11月

　・ワン・ワールド・フェスティバル（大阪）　　　　　２月

　・チャリティ洋蘭展　　　　　　　　　　　　　　　　　３月

＜AMDA高校生会＞

　ハイチ支援、東日本支援に開する各種活動、学習

　会を通年実施

＜日本招聘＞

　ハイチから　AMDA支援義足着装のガエル・エズ

　ナールさん（学生18歳・女性）　　　　　　　　　　　１月

ＡＭＤＡ高校生会2010年度活動年表

第１回市民参加型人道支援外交円卓会議１１月20日

サッカーボールにメッセージ記入する高校生会

2010年４月

　　　　　５月

　　　　　７月

　　　　　８月

　　　　　11月

AMDA高校生会パンフレット作成

あすか健康村フェスティバル参加（茶山亭）

「国際ソロプチミスト岡山愛の基金」助成金申請

（ハイチ復興支援スポーツ交流推進プロジェクト）

一宮フェスティバル参加

ハイチ復興支援スポーツ交流に向け準備開始

　・高校生からのメッセージ及び活動紹介の作成（DVD）

　・サッカーボールにメッセージ記入（写真）

　・ハイチの学生に渡すミサンガ作成（準備した品物を

　　交流地ドミニカ共和国に派遣されたスタッフに託ける）

パキスタン洪水についての街頭募金

（AMDAボランティアセンターのスタッフと共に）

岡山大学鹿田祭参加（パネル展示、顔アー卜作成展示）

2011年１月

　　　　２月

　　　　３月

AMDA高校生会を中心とした学習会(国際協力について)

学習会(世界の子ども達の現状について他)

学習会(ニュージーンド地震のAMDAからの支援活動報告)

東目本大震災支援活動開始

　・岩手県大槌高校へのメッセージを作成、スタッフヘ託ける

　・街頭募金(ボランティアセンタースタッフ他と共に)

sago・励］一別jZ;MジやーﾌりZ･が一衆説海苔差J77.7



ＡＭＤＡ：特定非営利活動法人アムダ

　　　　　　　役員名簿

理事長 菅波　茂

AMDAグループ代表

元（医）アスカ会理事長

副理事長　　菅波　知子

　　　　　　元（社福）］遊々会理事長

　　　　　　元（医yプアスガ会副理事長

理事

理事

理事

理事

理事

監事

乙b島谷光信且汗ｙ

ン=グス（株）

成潭:貴子　　ノ

特定非営利活動法人アムダ

ボランティアセンター事務局長

難波　妙

特定非営利活動法人アムダ

代表部づ部長犬

的野　秀豺＼∧……1　::

公設国憲貢献大学校y==校営管理者

3-31-1

AMDA

　理事７人　　監事17人　尚尚＜

理事長及びグループ代表づ汗菅波　=茂

AMDAグループ構成団体　■■　■

　AMDAインターナショナル（任意団体）

　特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

　アムダ国際福祉事業団　上士

　特定非営利活動法人AMDA国際医療情報センター

海外活動：　　　　　‥‥‥､…………ｼﾞy……:

　緊急医療支援､復興支援よき同医療ミッション、

スポーツ親善交流、

活動国：ハイチ､=ゾイジド噪

　ポジア、ネパ皆ル広申�

国内活動:………li､::､llj　i

　出張講演、大学講義講師

　ミナー開催、国内防災訓

　ボランティア地域組織j3

域での活動

AMDA支部

活動報告会・セ

Ｌ高校生会

フケラブの各地

　兵庫県支部、神奈川支部4沖縄支部

　AMDAクラブ：

　鎌倉、福山、高知、玉野、竹原、大槌、夕張、

　神女（神戸女子大学）i..i､‥‥‥‥‥

事務局スタッフ：常勤ぐ6人非常勤７人嘱託１人

会員数:1､215人サソド以止レフ］月yレ臼現在

＜平成22年度　決算報告＞

　　　　収支計算書
自　平成22年４月日ﾖ　￥ 平成23年３月31 1」（11t位：円）

科　　□ 金　額

Ｉ　収入の部

　　　　寄付金収入

　　　　会費収入

　　　　助成金収入

　　　　販売収入

　　　　その他収入

　　　　　　　　　当期収入合計

Ｈ　支出の部

　　　　事業費

　　　　　緊急救援事業費

　　　　　災害復興支援事業費

　　　　　中長期事業費

　　　　　日本国内事業費

　　　　共通管理費

　　　　　当期支出合計

　　　　　当期収支差額

　　　　　前期繰越収支差額

　　　　　次期繰越収支差額

31,161,687

28,982,260

18,638,103

　9,756,930

187,581,242

　　9,813,500

　　1,320,523

　　　299,062

　　　867,841

199,882,168

88,538,980

17,799,283

106,338,263

　93,543,905

165,158,216

258,702､121

　　　貸借対照表

平成23年３月31日現在 (単位：円)

資産の部 負債の部

科目名 金額 科目名 金額

Ｉ流動資産

　　現金

　　預金

　　商品・棚卸資産

　　立替金

　　仮払金

Ｈ固定資産

　　有形固定資産

　　　建物附属設備

　　　器具備品

　　　減価償却累計額

　無形固定資産

　　　ソフトウェア

262,444,308

　　3,802,170

251,935,884

　　1,731,716

　　1,000,000

　　3,974,538

　　3,115,770

　　2,660,595

　　　7↓9,250

　　3,357,601

▲1,416,256

　　　455,175

　　　455,175

流動負債

　未払金

　預り金

6,857,957

4,040,687

2,817,270

負債合計 6､857,957

正味財産の部

正味財産

(う典獄㈲鯛鴇)

258,702,121

　93,543,905

資産合計 265,560,078 負債及び正味財産合計 265,560,078

平成22年度特定非営利活動法人AMDA決算報告に関する監査報告書

　　　　　白　ヽﾄﾞ成22年４月　１目

　　　　　至　平成23年３月31口

上記決算報吉舎は、監査の結果

適正にして妥当なものと認めます。

　平成23年６月17日

ヅド試塵
。ｺﾞけL几長瀞

sogo’句o－ﾉ誹禎4ゾャーブソシ/宍戸卒説貿萍譚丿犯ア
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平成22年度も多くの皆さまの温かい御支援に

事業を実施することができました。

ありがとうございました。
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